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総合型選抜 第２次選抜 課題学習能力試験「数学」
解答例等

課題学習能力試験「数学」では，1次試験合格者に送付した試験案内に基づき，入学後の工学系科目を
学ぶ上で必要な基礎学力を問う問題を出題しました．数式または数値で明記できる解答について，その一
例を下に示しますが，これと同等な他の表現もありえます．なお，解答の正確さとともに論理的思考力を
みるため，解答の導出過程の記述も考慮して採点します．

問 1（25 点）
(i) 6− 2x ≧ 0，つまり x ≦ 3 のとき，6− 2x < 6− xより，x > 0．よって，0 < x ≦ 3．
(ii) 6− 2x < 0，つまり x > 3 のとき，−6 + 2x < 6− xより，x < 4．よって，3 < x < 4．
(i) (ii)より求める範囲は 0 < x < 4である．

問 2（25 点）
(1) x2 − (2a+ 2)x+ a2 + 2a = (x− a)(x− a− 2) = 0より，x = a，a+ 2．
(2) x = aが 0 ≦ x ≦ 1を満たすのは，0 ≦ a ≦ 1のとき．
x = a+ 2が 0 ≦ x ≦ 1を満たすのは，−2 ≦ a ≦ −1のとき．
よって求める範囲は −2 ≦ a ≦ −1または 0 ≦ a ≦ 1である．

問 3（25 点）
t = 10x とおくと，100x = t2 なので，y = t2 − 3t =

(
t− 3

2

)2

− 9

4
より，最小値は y = −9

4
．

このとき，t = 10x =
3

2
より，x = log10 3− log10 2 = 0.4771− 0.3010 = 0.1761である．

問 4（25 点）
放物線と直線の共有点の x座標は x2 − 2x = ax ∴ x(x− a− 2) = 0 より，x = 0，a+ 2である．
a > 0なので，対象となる図形の面積は∫ a+2

0

{ax− (x2 − 2x)} dx =
1

6
(a+ 2)3 = 36

より，a = 4と分かる．


